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1　男女平等と共同参画の意識づくり
　固定的な性別役割分担意識に基づく制度や慣習が、まだ社会に根強
く残っているため、男女平等と共同参画への意識改革を目指し、啓発
や教育、学習の推進を図ります。
2　人権の尊重と男女間の暴力の根絶
　男女間の暴力や虐待は重大な人権侵害であり、これらの被害をなく
すため配偶者等に対する暴力の根絶と被害者支援および相談機関の連
携を深めます。
3　政策や意思決定の場への男女共同参画
　市の審議会・委員会において、社会の構成員の半数を占める女性の
意思を反映させるため、平成27年度までに女性委員の比率40％を目標
とします。
4　働く男女のパートナーシップの実現
　男女雇用機会均等法の改正等で、女性をめぐる労働環境の整備は進みましたが、賃金、昇進等で男女格差が残ってお
り、家事、育児等の家庭責任の多くを女性が担っています。男女が対等なパートナーとして働く職場づくり、仕事と生
活の調和（ワーク・ライフ・バランス）が実現できる環境づくりの推進を図ります。

1 市民とともに計画を推進します

2 推進体制を強化し実行性を�
高めます

（1）�家庭における男女平等意識の啓発
（2）�保育園、幼稚園における男女平等教育の推進
（3）�学校における男女平等教育の推進
（4）�社会における男女平等学習の推進

（1）�人権としての両性の尊重の推進
（2）�人権尊重の基礎となる性教育の充実

（1）�配偶者等に対するあらゆる暴力の根絶
（2）�自立のための被害者支援

（1）�リプロダクティブ・ヘルス／ライツについての意識の浸透
（2）�女性の生涯を通じた心身の健康支援の充実

（1）�政策や方針決定の場への男女共同参画の推進
（2）�企業や各種機関・団体等の方針決定の場への男女共同参

画の促進
（3）�女性のエンパワーメントへの支援

（1）�男女が安心して子育てのできる環境づくり
（2）�要介護者をもつ家族への支援の充実
（3）�地域活動、社会活動に男女がともに参画しやすい環境づくり
（4）�ひとり親家庭の生活の安定と自立支援
（5）�高齢者・障がい者・外国人・様々な困難をかかえる人々が

安心して暮らせる環境の整備促進
（1）�雇用の機会均等と待遇の平等の促進
（2）�非正規雇用等における雇用環境の整備
（3）�母性保護に関する労働環境の整備促進
（4）�農林業・商工業等の自営業に従事する女性の就業環境の

改善促進

（1）�仕事と生活が調和できる職場環境づくりの推進
（2）�子育てと介護支援の拡充

（1）�女性の職業能力の開発促進
（2）�女性の就業機会の拡大促進

（1）�男女共同参画社会を構築するための啓発
（2）�性別による固定的役割分担意識と社会慣行の見直し
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1 男女共同参画社会の形成に向けて
の市民意識の醸成を図ります

2 男女平等への意識改革を目指す�
教育・学習の推進を図ります

1 男女の人権尊重の意識づくりを図
ります

2 配偶者等に対する暴力の根絶と
被害者支援を図ります

3 男女の互いの性への理解と、生涯
にわたる健康づくりを推進します

1 意思決定の過程に男女が平等に�
参画します

2 家庭生活，地域・社会活動は男女
がともに担います

1 男女が対等なパートナーとして働
く環境づくりを進めます

2 仕事と生活の調和（ワーク・ライ
フ・バランス）の推進を図ります

3 女性の職業能力の開発と就業機会
の拡大を進めます

重点として取り組むこと

Ⅰ 男女平等と共同参画の
意識づくりを推進します

Ⅱ 人権の尊重と男女間の
暴力の根絶に努めます

Ⅲ あらゆる分野に男女共
同参画を推進します

Ⅳ 働く男女の真のパート
ナーシップを実現します

Ⅴ みんなの力で計画を�
推進します
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計画策定の趣旨

計画がめざす視点

　山形市では，平成１３年に「人権の尊重」と「両性の平等」を基本理念に掲
げ「いきいき山形男女共同参画プラン」を策定し，市民一人ひとりがいきい
きと生活できる「男女共同参画のまち山形」の実現をめざし、性別にとらわ
れずに、一人の人間として尊重され、個性と能力が生かされる豊かな社会
づくりを進めてきました。このプランで掲げた施策を展開した結果，市民
の男女共同参画社会づくりの意識も徐々に高まってきており，一定の成果
を上げてきました。
　しかし，平成２１年度に「男女共同参画に関する市民の意識調査」を実施
したところ，まだまだ男性優遇の社会であると考えられていることや，女
性の社会進出が望まれていることなどが明らかとなり，なお一層の推進を
図ることが必要な状況にあります。
　これまでの取組状況を踏まえ，少子高齢化の進行や地域社会の変化・社
会情勢の変化のほか，配偶者からの暴力（ＤＶ）などの新たな課題，男女雇
用機会均等法，育児・介護休業法等の改正への対応などもあり，引き続き
男女共同参画を推進していくことが必要と考え，期間を平成２７年度まで
の５ヶ年とする第２次山形市男女共同参画計画「いきいき山形男女共同参画
プラン」を策定しました。

新しいプランでは，
次の視点で策定しています。

「男女共同参画都市宣言」を受け，市民一人ひとりが互いの人権を尊重し合えること。
特に暴力や虐待が重大な人権侵害となることから，その根絶に向けた取組を行うこと。1
ジェンダー（※１）にとらわれない視点から，個人の能力と個性を発揮するため，地域
等に残る男女の性別役割分担意識の是正をすること。2
男女共同参画社会を実現するために，仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）
など必要な環境をつくること。3

女性のエンパワーメント（※２）を積極的に支援すること。4
家庭，地域及び職場での市民や事業者の役割を強調すること。5

※１　社会的，文化的に人々の意識の中で作られた性差をいう。
※２　個人が意識と能力を高め，政治的，経済的，社会的及び文化的に力を持った存在になること。
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資料：平成21年度山形市「男女共同参画に関する市民の意識及び実態調査」
新しい「いきいき山形男女共同参画プラン」は、インターネットで見ることができます。（山形市HPの男女共同参画課のページをご覧ください）


